
三

学
校
法
人
等
の
役
員
（
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
役
員
を
い
う
。）、
評
議
員
（
同
法
に
規
定
す
る
評
議
員
を
い
う
。）及
び
職
員
（
同
法
第
二
十
六
条
の

二
（
同
法
第
六
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。）

三

学
校
法
人
等
の
役
員
（
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
役
員
を
い
う
。）、
評
議
員
（
同
法
に
規
定
す
る
評
議
員
を
い
う
。）及
び
職
員
（
同
法
第
三
十
八
条
第

五
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。）

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

省

令

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
保
管
金
取
扱
規
程
等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
保
管
金
取
扱
規
程
等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十

七
年
財
務
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対

象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
保
管
金
の
払
込
み
）

第
十
条

取
扱
官
庁
は
、
日
本
銀
行
（
代
理
店
又
は

歳
入
代
理
店
（
特
別
手
続
第
一
条
に
規
定
す
る
歳

入
代
理
店
を
い
う
。
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
七

条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）に
限
る
。第
十
条
の
二
、

第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
同

じ
。）に
保
管
金
（
供
託
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律

第
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
供

託
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
に

お
い
て
同
じ
。）の
払
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
保
管
金
の
払
込
み
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て

得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
、
現
金
を
日
本
銀
行

に
払
い
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
保
管
金
提
出
者
の
振
込
み
）

（
保
管
金
提
出
者
の
振
込
み
）

第
十
条
の
二

取
扱
官
庁
は
、
保
管
金
を
提
出
す
る

者
に
対
し
、
保
管
金
の
提
出
に
関
す
る
手
続
に
お

い
て
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
、
現
金
を
日
本

銀
行
に
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

取
扱
官
庁
は
、
保
管
金
を
提
出
す
る
者
に

対
し
、
保
管
金
の
提
出
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て

得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
、
現
金
を
日
本
銀
行

（
代
理
店
又
は
歳
入
代
理
店
（
特
別
手
続
第
一
条

（
払
込
規
程
の
規
定
の
適
用
除
外
）

（
払
込
規
程
の
規
定
の
適
用
除
外
）

第
十
六
条

払
込
規
程
第
三
条
、
第
四
条
、第
六
条
、

第
八
条
の
三
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
取
扱
官
庁

が
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
行
う
保
管
金
の
保
管
に

関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

第
十
六
条

払
込
規
程
第
四
条
、
第
六
条
、
第
八
条

の
三
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
取
扱
官
庁
が
こ
の

章
の
規
定
に
よ
り
行
う
保
管
金
の
保
管
に
関
す
る

事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

に
規
定
す
る
歳
入
代
理
店
を
い
う
。
第
二
十
七
条

に
お
い
て
同
じ
。）に
限
る
。
第
二
十
一
条
に
お
い

て
同
じ
。）に
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
取
扱
官
庁
か
ら
保
管
金
の
払
込
み
を
受
け
た
場

合
の
手
続
）

第
二
十
一
条

日
本
銀
行
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ

り
歳
入
歳
出
外
現
金
出
納
官
吏
か
ら
現
金
の
払
込

み
を
受
け
た
と
き
は
、
領
収
済
通
知
情
報
に
つ
い

て
は
取
扱
官
庁
に
、
収
納
に
係
る
記
録
に
つ
い
て

は
日
本
銀
行
本
店
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送
信
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
日
本
銀
行
本
店
は
、
収
納
に
係
る

記
録
の
送
信
を
受
け
た
と
き
は
、
取
扱
官
庁
の
保

管
金
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
手
続
を
し
け
な
れ
ば

な
ら
な
い
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
保
管
金
提
出
者
か
ら
保
管
金
の
振
込
み
を
受
け

た
場
合
の
手
続
）

（
保
管
金
提
出
者
か
ら
保
管
金
の
振
込
み
を
受
け

た
場
合
の
手
続
）

第
二
十
一
条
の
二

日
本
銀
行
は
、
第
十
条
の
二
の

規
定
に
よ
り
保
管
金
を
提
出
す
る
者
か
ら
現
金
の

振
込
み
を
受
け
た
と
き
は
、
領
収
済
通
知
情
報
に

つ
い
て
は
取
扱
官
庁
に
、
収
納
に
係
る
記
録
に
つ

い
て
は
日
本
銀
行
本
店
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送
信
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
銀
行
本
店
は
、
収
納
に

係
る
記
録
の
送
信
を
受
け
た
と
き
は
、
取
扱
官
庁

の
保
管
金
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
手
続
を
し
け
な

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

日
本
銀
行
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ

り
保
管
金
を
提
出
す
る
者
か
ら
現
金
の
振
込
み
を

受
け
た
と
き
は
、
領
収
済
通
知
情
報
に
つ
い
て
は

取
扱
官
庁
に
、
収
納
に
係
る
記
録
に
つ
い
て
は
日

本
銀
行
本
店
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送
信
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
銀
行
本
店
は
、
収
納
に
係
る
記
録

の
送
信
を
受
け
た
と
き
は
、
取
扱
官
庁
の
保
管
金

に
受
け
入
れ
る
た
め
の
手
続
を
し
け
な
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
国
庫
金
規
程
の
規
定
の
適
用
除
外
）

（
国
庫
金
規
程
の
規
定
の
適
用
除
外
）

第
二
十
六
条

国
庫
金
規
程
第
四
十
二
条
の
二
、
第

四
十
二
条
の
三
及
び
第
四
十
二
条
の
六
の
規
定

は
、
日
本
銀
行
が
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
行
う
事

務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
六
条

国
庫
金
規
程
第
四
十
二
条
の
三
及
び

第
四
十
二
条
の
六
の
規
定
は
、
日
本
銀
行
が
こ
の

章
の
規
定
に
よ
り
行
う
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
財
務
省
令
第
九
号

予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
百
五
条
、
第
百
六
条
第
一
項
、
第
百
十
四
条
及

び
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
保
管
金
取
扱
規
程

等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎




		2020-03-24T15:07:41+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




